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７
月

水あそび
6 月 H | 、葎lll幼稚園〔瀬i二i清司園長〕でブー･ﾚ闘きを行いましたｰ

そのH: よあいにく肌竃く短い時間でしたか、久L.i:ljの水遊びに園児たちｔ人よ

ろこび、水かけなどをして、とても楽しそうでした．



火の守りに誓いもあらた
町消防団定期点検

私
た
ち
の
た
い
せ
つ
な
財
産
や
暮
ら
し
を
守
っ
て
く
れ
る
消

防
団
の
定

期
点
検
が
、
六
月
十
二
日
、
藤
田
小
学
校
校
庭
で
開

か
れ

、
二
百
名
を
こ
え
る
消
防
団
員
が
、
キ
ピ
キ
ピ
と
し
た
動

き
で
日
頃
の
訓
練
の
成
果
を
披
露
し
ま
し
た

。

梅
雨
空
で
時
折
小
雨
か
降
る
こ
の

Ｈ
。
午
加
九
時
に
十
一
台
の
消
防
車

で
町
内
に
整
列
し
た
団
貝
を
観
閲
し
、

そ
の
後
、
ラ
ッ
パ
隊
を
先
頭
に
藤
川

小
学
校
ま
で
行
進
。
国
旗
掲
揚
の
あ

と
。
通
常
点
検
、
規
律
訓
練
、
ポ
ン

プ
操
法
、
分
列
行
進
な
ど
か
行
わ
れ

い
ず
れ
も
川
員
の
方
々
の
表
情
に
は
、

『
火
の
守
り
は
我
々
か
』
と
、
新
た

な
決
意
か
み
な
ぎ
二

‘
い
ま
し
た
。

『
団
員
の
皆
さ
ん
の
旺
盛
な
志
気

と
、
蜆
律
あ
る
訓
練
の
成
檠
か
遺
憾

な
く
発
揮
さ
れ
、
誠
に
力
強
く
。
消

防
団
に
対
す
る
信
頼
の
度
を
な
お

］

川
深
め
ま
し
た
」
と
講
騨
か
あ
り
、

阿
部
恒
夫
団
長
か
ら
は

’１
町
の
消

防
施
般
。
般
備
は
年
々
充
火
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
維
持
管
理
に
は

万
全
を
期
し
、
有
嘔
の
際
に
は
充
分

な
効
果
が
呀
ら
れ
る
よ
う
に
」
と
の

訓
示
が
あ
り
ま
し
た
Ｑ

続
い
て
表
彰
伝
達
が
行
わ
れ
、
前

副
団
長
の
人
波
治
男
さ
ん
ら
に
感
謝

状
と
記
念
品
が
ｆ

渡
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
消
火
活
動
協
力
者
と
し

て
大
内
守
さ
ん
（
山
恨
）
、
笠
松
カ

ッ
ヨ
さ
ん
｛

山
眼
｝
、
八
島
義
信
さ

ん

’商
城
）
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

昨
年
は

一
千
六
百
万
円
が
灰
に

国
見
町
で
は
、
昨
年
一
年
川
に
匕

件
の
火
災
か
発
生
し
。
一
千
六
百
二

づ
じ
万
円
も
の
貴
呎
な
財
産
か
焼
失

し
ま
し
た
。
今
年
に
入
っ
て
も
す
で

に
四
件
（
六
月
汞
現
在
）
発
生
し
て

い
ま
す
。

火
災
の
多
く
は
、
ち
・；

と
し
た

笈
の
ゆ
る
み
や
ｆ
注
意
か
ら
発
生
し

て
い
ま
す
。
一
トヘ
ー
人
か
火
の
元
に

卜
分
注
意
し
て
、
火
災
の
な
い
明
る

い
町
に
し
ま
し
ょ
う
・

▲ラッパ衂を先韻にキビキピと行遮

▲軣彫される団員のみなさん

火
の
用
心
七
つ
の
ポ
イ
ン
ト

寝
た
ば
こ
や
、
た
ば
こ
の
投

げ

捨
て
を
し
な
い
。

ｆ
惧
は
、
マ
ッ
チ
や
ラ
イ
タ
ー

で
遊
ば
せ
な
い
。

觝
の
強
い
と
き
は
、
た
き
火
を

Ｌ
な
い
。

天
ぷ
ら
を
揚
げ
る
と
き
は
、
そ

の
鳩
を
離
れ
な
い
。

家
の
ま
わ
り
に
燃
え
や
す
い
も

の
を
置
か
な
い
。

ふ
ろ
の
令
だ
き
を
し
な

い
。

ス
ト
ー
ブ
に
は
、
燃
え
や
す
い

も
の
を
近

づ
け
な
い
。

たばこ のすい がら の

ポ゙ イ､ 捨てはやめ ま

しよう。
火の用心



やさしい愛をありがとう

愛の献血に54名の方が協力

七
月

。一
日
、
県
の
吽
動
採
血
巾
が

来
町
し
、
生
協
国
見
店
前
で
献
血
活

動
を
行
い
ま
し
た
。

今
回
は
、
臨
時
に
尖
施
さ
れ
た
献

血
に
し
か
か
わ
ら
ず
．
Ｋ
十
四
人
（

申
し
込
み
暫
は
八
十
五
人
）
の
万

々

に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

献
血
は
、
病
気
や
ヶ
が
で
血
液
を

必
要
と
し
て
い
る
多
く
の
人
た
ち
の

た
め
に
、
す
す
ん
で
血
液
を
提
供
し

よ
う
と
す
る
、
心
の
や
き
し
さ
の
表

わ
れ
で
す
。

献
血
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

（

順

や
川

・

敏

称

略

）

・

印

の

力

は

円

こ

＆

協

力
ｔ
Ｕ
で

す

。

（

一

般

協

力

》

瀬

戸

芳

讓

・
半

沢
　
　

豊

商

檎

和

笑

野

村

光

ｆ

松

庫

恵
ｌ

子

渡

部

ｒ

恵
．ｒ

八

島

富
　

．

志

村

孝

明

人

叫

に

４

宍
　

一尸

隆
　

．

渡

部

小
百
介

菅

川

岬

之

菊

地

光

子

・
松

浦

卍

行

改

藤

安

昭

谷

津
　

ミ
ネ
子

・
女

遼
　
　

功

・
本

間

．一

人

・
佐

藤

両

ｆ

商

鳴

狄
　
子

菊

地

昭

ｆ

阿

都

俊

植

高

鳴
　
　

乃

志

村

ト
ミ
ェ

佐

藤
　
　

消

佐

藤

智

防

本
　
川

笂
代
ｆ

鴨

田

優

子

中

野

シ
　
ナ

斎

藤

正

美

小

野

節

子

人

内

欠
笑
ｆ

本

多

ミ
ッ
子

細

川

紀
　
ｆ

六商
工
会
｝

匐

衣

卍
　
存

ｔ

沢

紀
　
ｆ

佐

藤

恵
ｔ
ｆ

菊

地

多
鳬
ｆ

佐

略
　
卍
　
己

・
紺

野

心

昭

皿
久
川

ｉ

ｔ

・
訟
　
川

征

雄

横

沢

芳

栄

小

野
　
　

一

松

浦
　
卍

川

（

公

立

藤

田

痢

院

）

南
　
　

良

脯

｛

生

協

国

見

店

》

・
隔

豕

富
寿
男

緑
　
川

恒
　
憲

松

浦

ｒ

賀
ｆ

（

国

見

竃

子

》

４
　
　

睛
　
ｆ

｛

国

見

町

農

協

》

熊

坂

攵

が

（

国

見

町

役

場

）

武
　
川

幹

人

佐

４
　
　

孝

ひ
と
こ
と

今

日
は

夫
婦

で
粢
ま

し
た

。
二
人

と
も

Ｉ．
。川
目

で
す

か

。
献
血
で

き
る

の

は
健
康

の
証
拠

で
す

か
ら

。
自
分

の
健

康
も
チ

ふ

″
ク
で

き
る
し

、
血

液
を

必
要

と
し

て

い
る
多

く
の

人
の

た

め
に

。
少
し
で

も
協
力

で
き

れ

ぱ

と
思

い
献
血

し
ま

し
た

。

卜
志
村
孝
明
・
ト
ミ
エ
さ
ん
夫
婦
（
高
城
）

▼
血
液
の
不
足
す

る
シ
ー
ズ
ン
▲

夏
こ
そ
献
血
に
ご
協
力
を

ギ
ラ
ギ
ラ

と
川

り
っ

け
る
太

陽
、

厶
ン

ム
ン

す
る
熱
乱
　

夏

は
。
川

中

に
伽
を

出
歩

く
人

が

少
な

く
な
り

、

献
血

を
す

る
人

が
減
少

し
ま
す

。
ま

た
こ
・の
時
川

。
休

暇
を

と
ヽ
て

出

か

け

た
り
。
川
Ｘ
‥
す

る
人

た
ち

が
多
く

な

る
・の

。で

、
ふ

だ
ん
献
血

を

し
て

い

る
力

た
ち

し

。献

血
休
み

ｌ

″・
と

Ｉ

て

し
ま

い
ま
す

。

●
二
年
続
け
て
献
血
者
数
が
減
少

こ

・
り

よ

う

に

、

夏

に

な

る

と

献

血

も

数

が

一

叶

的

に

は

減

る

も

の

の

．

年

間

の

献

血

咎

は

こ

れ

ま

で

少

し

す

つ

増

え

る

簡

向

に

あ

り

ま

し

た

．

と

こ

ろ

が

昭

和

六

十

年

の

約

八

百

匕

十

万

人

を

ピ

ー

ク

に

．

年

間

の

献

血

者

数

が

匸

年

続

口

て

減

少

し

て

い

ま

す

．

昭

和

六

十

匸

年

り

献

血

者

数

が

約

八

．ｉ
‥
．
．
卜

．
．
万

人

で

す

か

ら

、

四

ト

ー
ペ

万

人

も

献

血

者

が

減

っ

て

い

る

り

で

す

．こ

う

し

だ

佃

向

は

．

な

ぜ

起

こ

っ

た

の

で

し

．
‘
う

か

．

そ

れ

は

．「

献

血

す

る

と

エ

イ

ズ

や

川

次

に

感

染

す

る

」

『
－

．
″
‥

ミ

リ

リ

ッ

ト

ル

献

血

が

な

く

な

り

．

す

べ

て

川

い日

ミ

リ

リ

ッ

ト

ル

敝

酊

に

変

わ

〃

だ

』

な

ど

の

ぶ

解

が

あ

る

よ

う

で

す

．

で
は
．
改
め
て
呪
在
の
献
血
方
法

と
そ
の
安
令
性
に
つ
い
て
み
て
み
ま

●
エ
イ
ズ
や
肝
炎
の
心
配
は
無
用

呪

在
、

献
血
方

法

は
．
ｊ
‥『・
、リ

リ

”
ト

ル
献
血

、
四

び

’
、リ

リ

ッ
ト

ル

献
血

、
成

分
献
血

の
．．．
挿
飢

が
あ
り

ま
す
．

そ

し
て
．

ど
の
方

江
を

選
ぶ

か

は
献
血
者

の
自

山
で

す
．
ま

だ
．

献
血

時

に
使

川
す

る
よ
射

針

や
血

液

バ

ッ
グ
は

．
＆

す
っ
収

り
換
え

ま
す

の
で

．
献
血

に
よ

り

エ
イ

ズ
や
川

次

な
ど

に
感
染

す

る
こ
と

は
絶
り

に
あ

り
ま

せ
ぺ
『

科

中
が

進
少
し

た
今

川
で
も

、
血

液
は
ぺ

工
的

に
っ

く
る

こ
と
が
で

き

な

い
も
の
で

す
．

病
気

や
ヶ
ガ

と
闘

－

て

い

る
方

た
ち
・の
た

め
に
、

ぜ
ひ

献
血

に

ご
協

力

く
だ
さ

ド



水
の
日
・
水
の
週
間

水
は
限
ら
れ
た
資
源

使
い
方
を
工
夫
し
よ
う

は
る
か
茜
か
ら
、
人

類
は

水
と
と
も
に
生
き
て
き
ま
し
た
。

わ
た
し

た
ち
の
生
活
は
、
は
か
り
し

れ
な
い
水
の
恩
恵
に
よ
っ
て

支
え
ら
れ
て

き
た
と
い
っ

て
も
過
言
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
現
代

は
、
以
前
に

も
増
し
て
人

と
水
の
密

接
な
関
係
が
続
い
て
い
ま
す
。
生
活
用

水
や
工

業
用
水
な
ど
、
昔
以
上
に

水
の
使
用
量
が
増
え
た
た
め
、
水
は
ま
す
ま

す
貫
重
な
資
源
と
な
り

ま
し
た
。

八
月
一
日

は
「

水
の
日
」
、
こ
の
日
か
ら
「

水
の

週
間
Ｌ

も
ス

タ
ー

ト
し
ま
す
。
い
ま
一
度

水
の
大
切

さ
を
見
直
し
、
便
い
方
に
工
夫

を
凝

ら
し
て
い

き
た
い

も
の
で

す
。

◇
本
当
に
日
本
は
水
が
豊
か
か

地
球
上

に
あ

る
あ

ら
ゆ

る
水

の

う

ち
淡
水
｛
真

水

｝
は
何
％

を
占

め
る

か

ご
存

じ
で

す

か
。
答

え
は

。一
。％

。

残

り
の
水

は
す

べ
て
海

水
で

す
。

し

か
し
こ
の
三
％

の
淡
水

の
う

ち
、
匕

Ｃ
％

は
南

極
や

グ
リ

ー

ン
ラ
ン

ド
の

水
で

す

。
つ
ま

り
。
生

活

に
使

え

る

水

は

ご
く
わ
ず

か
Ｉ

地
球
ｈ

の
水

の
う
・
八
％

に
す
ぎ
な
い
の
で
す
。

『
で
も
日
本
は
水
が
ａ

富
な
ほ
う

で
は
な
い
か
』
と
思
わ
れ
て
い
る
力

も
多
い
よ
う
で
す
が
。
本
町
に
日
本

は
水
が
豊
富
な
国
な
の
で
し
よ
う
か
。

大
部
分
の
水
が
海
へ
流
出

日
本
の
年
間
平
均
降
水
瞋
は
約
１

Ｌ
ａ

阮
ト
ミ
リ
で
、

撕
界
平
均
降
水
叺

｛
約
儿
り

‥
ミ
リ
｝

の
約
二
倍
で
す
。

こ
の
政
字
だ
け
を

兄
る
と
。
＝
夲
は

水
が
豊
富
な
よ
う

で
す
が
、
狄

い
国

Ｌ

に
人
日

が
多

い
た
め
．

一
人
当

た

り
の
降
水

叺

は
世
Ｗ
ｆ

均

の
六

分
の

．
と
な

弓
て

し
ま

い
ま
す
．

ま
た
、

雨

は
紅
Ｈ
ｆ

均

的

に
降

る

わ
け
で

は
あ

り
ま

せ
ん
．

限
ら

れ
た

季

節

に
梅

曲
、

台
風

、
雪

な
ど

が
襲

中

し
ま

す
．

し

か
も
国

上

は
山

地
が

多
く
．
河
川

の

流

れ
が
急

な
た
め
に
．

人

部
分
の

水

が
わ

ず
か
の
川

に
海

へ

流

れ
て

し
ま

い
ま
す
．

自
然

に
蒸

発

し

て
し
ま

う
分

も
廿

え

る
と
、
わ

た

し

た
ち

が
使
え

る
水

は
．
年

川
ｆ

均

降

水
叺
の

．．．分

の

．
は
ど

に
な
コ

Ｌ

し

ま

い
ま

す
．

こ
の
よ

う

に
兇

て

く
る
と

、
水

は

い
つ
も
留

富

に
あ

る
と
は

い
え
な

い
．

隕

ら
れ
た
資
源

と
い
え

る
で
し
よ
う
．

ことわざにみる

日本人の水意識

わたしたちが生活していくうえで、水は貴重な

財産です、ところが、蛇口をひねれば水がでると

いう便利さからでしょうか、現代人は水の恩恵を

忘れつつあるといわれています。いま、現代人が

水の大切さを思い返すのは、水不足のときだけと

いわれるのもこのへんにあるようです。

ところで、日本人は昔から水に対してどのよう

な意 餓を もって きたの で

しょ うか。

｢こ とわざ 辞典」で「水｣

に まつ わる ことわ ざを 拾

い出してみると、４００以上もありました。これら

は古人の人生観や生き方、教訓などを教えてくれ

ます。おもしろいことに、昔の人たちも水に対し

てさまざまな考え方をもっていたようです｡

「水は天から貰い水」は、生活に必要な水は天

から降った雨をあてるという意味です。 また「湯

水のように使う」は、金銭の使い方を水にたとえ

たもので、水の豊かさを言い表してい ます。

これに対してr一滴の水も積もれば湖水となるJ

や「水の恩はおくられぬ」（恩返しできない）など

は、水の大切さを的確に裏しているたとえといえ

ます。このほか、安定的に水を確保することの覆

しさを「水の飲み置きで役に立たず」などとも言

っています。

当蒔の人々にとっては、絶えまなく流れる水は

無尽蔵にあるようにみえ

たでしょう。また干ばつ

などで水不足になったと

きは、水を現代人よりも

大切に思えたのでしょう。

現在はダムもでき、ある程度の水の確保はでき

るようになりました。しかし多くの水は川を下り、

海へ流れてしまいます。生活に使える水はこ'くわ

ずかであることをいま一度心したいものです。

これから水の需妥か増える夏に、一人一人がこ

とわざのココロを思い返して水を大切に使ってい

きたいものです。



ふるさとの文化財
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2
厚樫山（地名考）

菊　池　利　雄

古代の阿津賀志山

文
治

五
年

こ

一
八
九
）

奥
州
合

戦
の
主

戦
場

と
な

っ
た
阿
津

賀
志

山

は
、
現

在
厚
樫

山

と
耆
か

れ
る

が
、

国
見

山
・

た
ん
か

ら
山
・

丸
山

・
経

塚
山
な

ど
多
く

の
別

称

が
あ
る
．

平

安
時
代

の
中
頃

に

書
か
れ

た
、

４
４
ｙ
ｌ
丶ヽ

　

・
糺
’！

「
延
喜

式
」
囎

μ

汕

哄

都
よ

り
睦

奥
国

に
通
じ

る
東

山
道
に

駅
馬

い
んＩて
　
　
　

冫
・
ａ
ｌ

″
哩

咀

、

伊
達
｛
翳

り
・
庇

併
｛
１

｀
悶

り

の

駅

が
み
ら

れ
る

’．
同

じ

頃
、
衂

斷
が
編

さ

ん
に

か
か
る

「
洳

虻

酊

ぎ

．ノ
濮

湍

ぴ

に
λ
ノ

准

奥
国

の
刈
田

郡

に
は
篤

借
郷

免

黯

き

の
記
載

が
あ

り
。

厚
樫
山

は
こ

の
篤

借
に
関

連
し

た
名
称

と
み

る
こ

と

か
で
き

る
。

篤

併
の
ア

ッ
と

か
ア

ズ
の
っ
く

地

名
は

。
古
代

に
お
け

る
東

国
の
方

旨

で

「
崖
・
崩

崖
」

を
意
味

し
。
カ

シ

は

『
傾

ぐ
』

と
か

、

『
首

を
か
し

げ

る
』
な

ど
の
用

例

か
ら

’
谷
壁
・

山

篋
・
自

然
堤

防
の

傾
斜
地

」
を
さ
す

も
の

と
さ
れ

て

い
る
こ

黝

’
鑢

｀

ど
　
製
　ミ

樫

山
山

瓜
部

の
東

側

は
急
傾

斜
を

な
す
氓

地
が

発
達
し

、

山
麓
部

は
ゆ

る

い
傾
斜

を
な

す
地
形

を
呈
し

て
お

り
、
ア
ッ

（

崖
）
カ

シ

（
傾
斜

地
）

と
古
代

の
地
形

表
示

に

か
な

っ
た
名
称

と
み

る
こ
と

か
で
き

る
。こ

の
よ

う

に
篤
借
本

来
の

地
名
は

、

県
境
を
越

え

た
白

石
市

附
部

一
術
の

古

い
郷
名

で
あ

り
、
現

在
の

厚
樫

山

と
呼
ば

れ
る

山
は
。
そ

の
南
側

伊
遼

部
国
見
町

に
位
置

し
て

い
る

が
、
こ

れ
ま
で
文
献

上

に
現

れ
た
厚

樫
山

は
、

ど
の
山
を
指

し
、

ど
の

よ
う

な
ｌ

き

方

が
な

さ
れ
て

き
た
の

か
検
討

し

て

み

よ
う
。

鎌

倉
時
代

に

書
か
れ

た

『
吾

凄
鑑
』

の
阿
津
賀
志

山
は

、
篤

借
の
万
葉

か

な

に
よ
っ

た
表
記

で
あ
り

。
元

禄
十

三
年

（
一

七
〇
〇

）
の

「
貝
田
村

桧

図
」
酳

翡

″
）
や
・

安
永
年
間

＾
ご

心
言

゛
に
仙

台
藩
で

作
成
さ

れ

た

『
風

土
記

御
用

書
出
、
越

河
村

』

の
古

戦
場

と
し
て

、
ハ

ッ

頸
山

、
あ

す
か
し
山
が
あ
り
「
右
両
所
源
頼
朝

公
泰
衡
御
迫
討
之
節
防
職
之
地
二
御

座
候
由
申
伝
候
事
」
と
あ
る
．
ま
た

明
治
十
四
年
「
貝
田
村
誌
」
心
弱
ｙ
｝

に
も
阿
津
賀
志
山
の
記
載
か
あ
り
、

い
ず
れ
も
貝
田
・
光
明
寺
・
越
河
村

と
の
境
界
付
近
の
現
県
境
嶺
線
上
の

山
々
か
あ
て
ら
れ
て
い
る
．
「
光
明

寺
村
誌
」
に
ａ

転
訛

こ

認

１

が
あ
り
、
石
母

阻
の
「
岡
見
神
社
由

綿
書
」
に
よ
れ
ば
、
『
岡
見
山
、
厚

鰹
山
卜
称
ス
ル
「

、
奥
羽
通
行
ノ
要

路
二
当
レ
ル
山
坂
ナ
ル
ヲ
以
テ
東
越

ト
モ
古
キ
、
ア
ツ
カ
シ
ヤ
マ
ト
呼
ピ

為
セ
リ
．
」
と
あ
る
．
『
大
木
戸
村

誌
』
に
は
国
見
山

螽

認

ツ

、『
石

母
田
村
誌
』
に
も
国
見
山
（
四
睥
）

と
あ
り
、
ア
ツ
カ
シ
地
名
の
分
布
状

況
よ
り
み
て
、
往
時
の
阿
津
賀
志
山

は
、
東
山
道
沿
い
の
刈
田
郡
と
の
境

界
一
帯
の
山
々
を
指
し
た
総
称
と
み

る
べ
き
で
あ
り
、
明
治
の
初
め
頃
よ

り
文
書
に
現
れ
る
厚
哩
の
表
記
が
一

般
化
す
る
の
は
、
明
治
四
二
年
に
陸

軍
番
謀
本
部
陸
地
測
量
部
が
作
成
し

た
五
万
分
ノ

ー
地
形
図
「
桑
折
」
が

出
版
さ
れ
た
以
降
の
こ
と
で
あ
ろ
う
．

別
袮
の
た
ん
が
ら
山
、
九
山
は
そ

の
形
状
か
ら
、
経
塚
山
は
経
ケ
岡
の

地
名
か
ら
み
て
、
か
っ
て
こ
の
山
に

経
塚
が
営
ま
れ
た
こ
と
に
由
来
し
た

も
の
で
あ
ろ
う
．

参
考
文
献
　

『
村
誌
』
は

『
伊
達

二
郡
村
誌
』
所
収
．

かき氷

『
氷
』
と
い
う
文
字
に
、
涼
し

気
な
波
な
ど
を
あ
し
ら
っ
た
「
氷

旗
」
が
店
先
に
つ
る
さ
れ
て
い
る

の
は
。
ま
さ
に
夏
の
風
勧
詩
で
す
。

そ
の
氷
旗
を
見
て
、
子
供
た
ち

が
「
あ
っ
、
フ
ラ
ッ
ペ
の
店
が
あ

る
』
と
言
っ
て
い
る
の
を

見
か
け
ま
し
た
。
か
き
氷

は
、
現
代
っ
子
に
と
っ
て

ア
イ
ス

ー
フ
ラ
ッ
ベ
な
の

で
す
。

フ
ラ
ッ
ペ
と
は
、
か
き

氷
に
リ
キ
ュ
ー
ル
を
か
け

た
り
、
果
勧
な
ど
を
飾
っ

た
も
の
を
い
う
よ
う
で
す
。

た
し
か
に
そ
の
店
で
は
、

発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
の
器
に
か
き
氷

を
入
れ
、
派
手
な
色
の
清
涼
飲
料

を
か
け
た
フ
ラ
ッ
ペ
を
充
っ
て
い

ま
し
た
。
ス
ト
ロ
ー
の
先
が
開
い

て
、

ス
プ

ー
ン

の
よ

う

に
な
っ

た

も
の
で

食

べ
る
の
で

す
。

夏

に
氷

を
珍
重
し

て
食

べ
た

の

は
昔

か
ら
の
こ

と
で

す
。
日

本

書

紀
に

も
、

地
面
を

揚
っ
て

氷
を

保

存
し

た
二

と
が
歡

っ
て

お
り
、

削

氷
（
け

ず
り

ひ

）は

、
婁

席
の
献

立

と
し
て
出
さ
れ
て
い
た
よ

う
で
す

。

保
存
し

た
天

然
氷
を

使
っ

た
氷

水
の

店
は
明

治
の

は
じ

め
こ
ろ

か

ら
あ
り
、
明
治
中
期
か
ら

は
人
工
氷
が
出
回
り
ま
し

た
。
そ
れ
が
今
で
は
、
氷

は
裏
庭
の
冷
蔵
庫
で
作
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
、
竃
気

か
き
氷
器
は
、
お
中
元
の

品
と
し
て
も
人
気
が
あ
り

ま
す
。

レ
ト
ロ
（
懐
古
）
ブ
ー

ム
で
氷
旗
を
よ
く
見
か
け

ま

す
が
、

氷
も

世
に
つ

れ
て

変
わ

っ
て

い

る
の
で

す
ね
。

と
こ
ろ

で
、
夏

は

冷
た
い

も
の

の

食

べ
過

ぎ
や

食
中

毒
の
多

い
季

節
。

八
月

の
第

一
月

曜
日

か
ら
一

週

間
（

今
年
は

八
月

一
日
か

ら
七

日

ま
で

）
は
、
食

品
術

生
週
間

で
す
。

こ

の
期
間

中
は

食
品

術
生
監

視
員

の

監
視
活

助
が

強
化

さ
れ
、
ま
た
、

食

品
術

生
思
想

普
及

の
た

め
の
行

事
が

各
地
で

開
催
さ

れ
ま
す

。



63年度

狩
猟
免
許
試
験
の

案
内

一
、
受
付
期
間

第
一
回
Ｉ
７
月
1
1日
～
８
月
1
0日

第
二
回
－

８
月
匐
日
～
９
月
1
0日

○
郵
送
に
よ
る
申
舗
は
、
受
付
締
切

日
の
消
印
の
あ
る
も
の
ま
で
受
け

付
け
ま
す
．

二
、
賦
験
期
日
及
び
会
場

第
一
回
‐

昭
和
6
3年
９
月
６
日

・
郡
山
市
労
働
福
祉
会
館

第
二
回
―
昭
和
6
3年
1
0月
３
日

・
郎
山
市
労
働
福
祉
会
館

Ξ
、
合
格
免
裏

献
験
施
行
の
一
週
間
後
ま
で
住
所

を
管
轄
す
る
福
鳥
県
林
業
事
務
所

に
お
い
て
発
表
し
ま
す
。

四
、
受
験
手
続

Ｈ
受
験
申
込
用
紙
の
請
求

・
住
所
を
管
轄
す
る
福
鳥
県
の

各
林
業
事
務
所
で
交
付
し
ま

す
。

口

提
出
書
頂

①
狩
猟
免
許
申
請
書
・
上

部

②
受

験
禀
：
一
一
枚

（
あ

て
先
を

明

記
し

、
4
0
円

切
手

を
は

っ

て

く

だ
さ

い
Ｊ

③
写
真
：
二

枚

（
申

請
前

六
か

月

以
内

に
撮
彫
し

た
無

帽
、

正

面
。
上

三
分
身

、
無

背
景

の
縦
3
.
6
m、
横

釘
一

の
写
真

で

、
裏
面

に
氏
名

及
び
撮

影

年
月

日
を

記
入
。
）

④
医

師
の
診

断
書
・・一
一
郎

目
申
舗
書
笏
の
提
出
先

住
所
を
管
轄
す
る
福
鳥
県
林
業

事
務
所
。

※
詳
し

い
こ
と
は
、
福
島
林
業
事
務

所
総
務
課
｛
Ｓ
ニ

ー

一
一
一

ぺ

内
線
三
三
三
二
｝
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

薬
草
教
室
開
催

近
年
、
身
近
に
あ
る
薬
草
や
漢
方

療
法
が
見
な
お
さ
れ
。
愛
用
者
が
朋

え
て
き
て
い
ま
す
。

町
で
は
。
健
康
で
豊
か
な
生
活
を

確
保
す
る
た
め
、
薬
用
植
物
に
つ
い

て
の
基
礎
的
な
知
識
を
深
め
る
と
と

も
に
、
そ
の
見
分
け
方
、
採
取
、
利

用
方
法
等
に
つ
い
て
、
町
民
の
皆
さ

ん
を
対
象
と
し
た
藁
草
教
室
を
開
催

い
た
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

一
、
日
　
畤

昭
和
6
3年
７
月
3
0日
（
土
）

午
後
１
時
半
～
３
時

二
、
場
　
所

国
見
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

三
、
諱
　
師

薬
草
研
究
家

大
沢

章
先
生

四
、
内

容

Ｈ
薬
草
採
取
と
保
存
法

口
薬
草
の
利
用
法
と
効
用

自

衛

官

募

集

防
衛
庁
で
は
．
来
春
高
校
卒
業
予

定
者
（
既
卒
業
者
含
む
）
を
対
象
に
、

自
術
官
並
ぴ
に
各
種
学
生
の
事
災
を

次
に
よ
り
受
付
し
ま
す
．

．
一
等

陸
‐
ー
・

空

し

一

般

曹

幀

娉

学

生

航

空

‐幸

１

防

鳥

大

学

校

学

生

男
　

予

２１
・
｀
未

満

2０
ａ

未

４

2
1蔵

未

満

年

齢
７
ｎ『
－

日

ー

″ｔ
一

吟

趣

ｌ
一

日

～

９

Ｈ
1６

Ｈ

8
9
-
9

 
ｰ

 
ズ

 
ｺ

1 ０

１

ー
ｎ

ー

Ｑ

川
2５

Ｕ

妥

付

祠

闘

畔
し
く
は
自
衛
隊
福
島
募
集
案
内
所

（
Ｓ
三
一
－

五
五
二
九
）
ま
た
は
役

場
住
民
踝
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
．み

ん
な
で
防
犯

楽
し
い
夏
を

～

夏

の
防

犯
運

動
～

夏
は
、
子
ど
も
た
ち
の
待
ち
に
待

’
だ
夏
休
み
．
そ
の
解
放
感
と
気
の

ゆ
る
み
、
暼
さ
と
疲
労
な
ど
を
要
因

と
し
た
事
件
、
事
故
か
多
く
な
る
時

期
で
す
。

県
警
で
は
、
７
月
１
日
か
ら
８
月
3
1

日
ま
で
の
２
ヵ
月
問
「
夏
の
防
犯

運
動
」
を
実
施
し
ま
す
。

家
族
み
ん
な
で
防
犯
に
心
が
け
、

事
件
や
事
故
の
な
い
楽
し

い
夏
を
す

ご
し
ま
し
ょ
う
。

○
カ
ギ
か
け
は

家
族
み
ん
な
の
合
言
葉

夏
は
、
蒸
し
暑
さ
か
ら
戸
締
り
も

不
十
分
に
な
り
か
ら
で
す
。
ド
ロ
ボ

ウ
や
チ
カ
ン
は
、
こ
の
ち
ょ

り
と
し

た
す
き
を
ね
ら
っ
て
い
ま
す
。

カ
ギ
か
け
は
、
だ
れ
に
で
も
で
き

る
防
犯
で
す
。

＠

愛
車
に
も
カ
ギ
か
け
を

夏
に
な
る
と
市
内

か
熱
く
な
る
た

め
、
ク
ー
ラ
ー
を
切
ら
な
い
よ
う
エ

ン
ジ
ン
を
か
け
た
ま
ま
駐
車
し
た
り
、

窓
を
半
開
に
し
て
お
い
た
り
し
て
い

ま
せ
ん
か
。

愛
車
や
車
内
の
貴
重
品
を
盗
ま
れ

な
い
よ
う
、
車
を
離
れ
る
際
は
、
窓

を
閉
め
、
ド
ア
ロ

。
冫
を
し
ま
し
Ｉ

○
痴
漢
に
ご
注
念

夏
は
、
身
も
心
も
開
放
的
に
な
り
、

痴
漢
等
の
性
的
犯
罪
か
た
い
へ
ん
多

く
な
り
ま
す
．

心
の
カ
ギ
を
締
め
て
、
被
害
に
遭

わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し

ょ
・
ｌ

○
愛
の
手
で

の
ば
せ
よ
い
子
と
よ
い
心

夏
休
み
は
、
学
校
か
ら
の
解
放
感

と
気
の
ゆ
る
み
等
か
ら
少
年
非
行
の

芽
生
え
る
季
節
で
す
。

特
に
、
万
引
な
ど
の
「
初
発
型
非

行
」
は
、
他
の
非
行
の
誘
因
と
な
り

ま
す
の
で
、
子
ど
も
た
ち
の
行
動
を

兇
守
り
、
観
子
の
対
話
の
時
間
を
増

や
し
、
適
切
な
指
導
助
言
を
与
ま
し

○
花
火
事
故
を
な
く
そ
う

子
ど
も
に
と
っ
て
花
火
遊
び
は
夏

に
は
欠
か
せ
な
い
楽
し
い
思
い
出
に

な
り
ま
す
か
、
花
火
に
よ
る
火
災
や

事
故
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
．
花
火

避
び
に
は
．
必
ず
大
人
か
付
添

い
、

万
一
に
備
え
水
を
準
備
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
．
ま
た
、
簡
花
火
は
火
が
消

え
て
も
の
ぞ
か
な
い
等
の
注
意
事
項

を
必
ず
守
り
ま
し
ょ
う
．

－ ヤングのための３Ｙ運動 一

万引きを

夕 ら ない

.や ら せ なり

捧 る き ない

Y  arasena!

Yuwsanal

(規範意識の高揚)

(環境・条件の整備)

(予防)



夏
の
交
通
事
故
防
止

県
民
総
ぐ
る
み
運
動

匕
月
二
十
一
日
～
八
月
二
十
日

夏
は
．
暑
さ
や
行
楽
に
よ
る
疲
労
、

畏
期
間
の
休
み
と
い
う
解
放
感
か
ら

く
る
無
謀
運
転
等
に
よ
る
交
通
事
故

か
多
く
な
り
ま
す
．

死
亡
事
故
は
七
月
・
八
月
に
多
発

し
て
お
り
、
過
労
（
居
眠
り
）
運
転

や
ス
ピ
ー
ド
の
出
し
す
ぎ
に
注
意
し

ま
た
．
ド
ラ
イ
ブ
な
ど
畏
時
間
運

転
す
る
場
合
『
無
理
の
な
い
ス
ケ
ジ

ユ
ー
ル
」
『
疲
れ
た
ら
休
憩
を
』
な

ど
を
守
り
ま
し
ょ
う
。
こ
の
時
期
は
、

本
格
的
な
ツ
ー
リ
ン
グ
の
季
節
を
迎

え
て
、
二
輪
車
の
事
故
も
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
し
。

安
全
迎
転
に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

～
守
り
ま
す
　

ベ
ル
ト
に

速
度
に
　
車
間
距
離
Ｉ

ご
存
知
で
す
か

建
設
業
関
係
の
皆
さ
ん
!
!

建
設
業
を
営
む
方
々
、
及
び
建
股

現
場
で
働
く
皆
さ
ん
、
国
が
作
っ
た

「
建
設
案
退
職
金
共
済
制
度
」
を
ご

存
じ
で
す
か
。

こ
の
制
度
の
特
色
は
、
一
般
の
退

職
金
の
よ
う
に
労
働
者

が
事
業
所
を

や
め
た
時
支
払
わ
れ
る
退
職
金
で
な

く
、
建
股
業
と
い
う
一
つ
の
楽
種
の

中
で
働
く
限
り
。
事
業
所
に
雇
用
さ

れ
た
期
間
全
部
を
通
算
し
て
退
職
金

を
支
払
う
と
い
う
、
い
わ
ば
建
設
業

界
ぐ
る
み
の
退
職
金
制
度
で
す
．

退
職
金
は
．
国
の
制
度
で
す
か
ら
．

確
実
、
安
全
で
あ
り
、
極

め
て
有
利

な
利
回
り
で
計
算
さ
れ
て
い
ま
す
．

現
在
、
全
国
で
り一
万
の
事
業
主
、

圀
万
人
の
労
働
者
か
こ
の
制
度
に
加

入
し
、
退
職
金
の
禎
立
て
か
行
わ
れ
、

す
で
に
4
4万
人
の
労
働
者
か
退
職
金

を
受
け
取
り
．
そ
の
額
は
蛸
億
円
を

超
え
て
お
り
ま
す
．

こ
の
制
度
に
つ
い
て
詳
し
い
こ
と

は
、
福
鳥
市
五
月
町
４
‐
2
5
　
柵
鳥

県
建
設
セ
ン
タ
ー
内
建
退
共
福
島
支

部
（
Ｓ
ニ

ー
１
０
二
四
四
ｙ

に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
．

融

資
の

ご
案

内

国
民
金
融
公
庫
で
は
、
中
小
企
業

の
皆
さ
ん
へ
夏
期
商
戦
に
備
え
て
次

の
薺
價
で
融
資
を
行
な
っ
て
お
り
ま

す
．

＠
普
通
貸
付

・
事
楽
を
営
ん
で
い
る
ほ
と
ん
ど

の
方
に
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

＠

融
資
額

・
三
千
五
百
万
円
以
内

（
特
定
の
股
備
資
金
は
四
千
五
百

万
円
以
内
）

○
融
資
期
間

・
運
転
資
金
　
５
年
以
内

（
必
要
に
応
じ
て
７
年
以
内
）

・
般
偏
資
金
　
1
0年
以
内

（
特
定
の
設
備
資
金
は
2
0年
以
内
）

＠

利
率

・
年
5
.
5
％

（
運
転
資
金
５
年
、
設
備
資
金
1
0
　

年
を
超
え
る
場
合
は
金
利
が
若

干
上
乗
せ
と
な
り
ま
す
Ｊ

詳
し
く
は
、
福
島
市
大
町
１
の
1
6、

国
民
金
融
公
唯
福
鳥
支
店
（
一一
二
三

一

二
三
四
一
）
ま
た
は
国
見
町
商
工

会
（
壼
八
五
Ｉ
二
二
八
〇
）
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

戸籍の窓口
（６月 受付分）

出生おめでとうござい ます

子 の 名 保 護 者　 部 落

美紗樹(み さ き)高野真紀夫 石母田東

由　佳(ゆ　　か)仲田　 昇 宮 町 北

麻 祐(ま　　ゆ)佐藤　正寛　第　 二

正 樂(ま さ し)遠藤 喜正　山　 恨

由(  ゆり え)佐藤 一也 上　 野

広　行{ひろゆき}小島 利夫 杭 十 二

結婚おめ でとうござい ます

氏　　 名

榊　　 正 博

紺 野　　 薫

鈴 木　保　幸

幕　田　留　子

柑 野 広　信

岡　　 春　美

部 落

山崎小舘

福 鳥 市

川　 内

源宗山西

泉 田 下

安 達 町

おく やみ申し上げ ます

氏　　 名　　　年齢　　 部 落

爽　沢　ミサホ　　90　　 第　 九

八 巻 ハ　ル　　67　　 徳 江 北

八　鳥　キ　ン　　81　　 石母田原

高 檎 シ　ウ　　73　　 泉 田 中

細　口　仁三郎　　60 　 第　 一

鈴 木 キ　セ　　81　　 第 十 二

村 上　ミ　ヱ　　81　　 第　 九

後 藤 正 美　　81　　 第　 七

鳴 田 一 子　　69　　 内 谷 西

人 口 と 世 帯
７月１日現在(前月比)６月中のうごき

人

口

男5.777 人(  十 3 )

女6.246 人(   ー3 )

計12.0 人（士Ｏ）

世帯数2.911 戸(  十 4 )

転 入　21人

転 出　18人

出　生　６人

死 亡　９人

心配ごと相談日
場 所 ： 役場 二 階 相 談 室｛１●人口●らおλ１１ＳいJ

時 間 ： ９畤 ～12 時

こ まったこどや、相談ごと がありましたら、

お気軽にご相鋏下 さい。 秘密は絶対に守ります。

〔 相談 員 〕

７月25日（月）鈴木 正雄・牧野 容子

８月５日（金）斎職 光夫・簗瀬　貞子

８月15日（月）膏野 賛郎・高野 時子

７月　文月（ふみづき）

16日（土）勤労青少年の日

20日（水）海の記念日

21日（木）土用の丑

日 ( 金）大 暑

24日（日）相馬野馬追

８月　葉月（はづき）

１日（月）水の日

６日（土）広島原爆記念日

７日（日）立秋・仙台七夕

９日（火）長崎原爆記念日

10日（水）道の日



公
民
館
だ
よ
り

国見町公民館

き8  5 - 2 6 7 6

（有)  4  ｰ  5  6

「

少
年

仲
間

づ

く
り

教
宅

」

開

講

き
み
も
、
ぼ
く
も
き
ょ
う
か
ら
仲

間
だ
μ
‥

少
年
仲
間
づ
く
り
は
、
同
じ
町
内

に
住
ん
で
い
る
年
齢
の
異
な
る
少
年

少
女
が
二
同
に
会
し
、
創
作
、
ス
ポ

ー
ツ
、
レ
ク
リ
ェ
ー
ジ

ー
ン
、
伝
承

遊
び
、
野
外
活
動
を
通
し
て
仲
間
を

つ
く
り
、
そ
し
て
仲
間
の
大
切
さ
を

幸

ぶ
こ

と
を
日

的
と
し

て

い
ま
す

、

去

る
六
り

．
．卜

六
日

、
開
講
式

を

行

な

い
．

つ
づ

い
て
哨

．
川

の
学

習

を
行

い
ま
し

た
．

集

ま

り
た
仲

間
で

も
、
は

じ
め

て

兒
る

顏
が
ほ

と
ん

ど
．

で

も
班
編
成

’
）で

の
ゲ

ー
ム
遊

び

に
な

る
と
す

ぐ
に
良

き
仲
間

に
な
り

、

応
援
し

あ
う

な
ど

ゲ
ー
ム

に
舛
じ
ｒ

い
ま
し

た
．

少
年

仲
問
づ

く
り
教
室

は
．

今
巉

二
泊
．・
．日
の

キ

グ

ノ
フ
研

修
等
の

野

外
活
助
、
学
刊
を
重
ね
て
多
く
の
仲

間
を
つ
く
り
、
友
情
を
深
め
て
い
き

・ 少年仲間づくり教窒間講

婦
人
学
級
研
修
に

参
加
し
て

安
川
　

節
子

六
川
卜
九
日

、
中
臾
婦
人
幸
級
と

鳥
城
婦
人
学
級
。
西
人
技
婦
人
学
級
、

の
ば
』り
婦
人
学
級
｛
森
山
｝
の
合
同

研
晦
旅
行
が
あ
り
、
私
も
ｆ

ど
も
と

共
に
参
加
し
ま
し
た
。

研
修
先
は
、
潼
眼
町
の
あ
ぷ
く
ま

詞
と
、
郡
山
の
開
成
鯨
、
本
宮
の
蛇

の
卵
遊
楽
側
。
初
め
て
参
川
し
た
人

は
少
な
か

い
た
の
で
す
が
、
忙
し
い

冢
嘔
か
ら
解
放
さ
れ
て
の

．
Ｈ
、
皆

さ
ん
私
と
川
じ
よ
う
に
心
う
き
う
き

と
い
っ
た
鵬
じ
で
し
た
。

天
気
は
晴
。
扣
５

か
ら
米
た
と
い

う
バ
ス
ガ
イ
ド
さ
ん
の
名
羂
ｆ
に
・
１

つ
と
り
し
て

い
る
う
ら
に
あ
ぷ
く
ま

澗
に
到
矜
。
詞
内
の
潼
眼
御
殿
で
コ

ー
モ
リ
に
驚
か
さ
れ
た
り
、
自
然
の

力
強
さ
に
何
度
も
感
動
し
て
し
ま
い

ま
し
た
。

開
成
館
は
、
あ
さ
か
の
皿

と
女
暁

疎
水
を
身
近
か
に
感
じ
さ
せ
る
資
料

館
で
し
た
。
蛇
の
卵
遊
楽
園
は
、
へ
／

が
バ
ラ
の
佗
ざ
か
り
で
と
て
し
き
れ

い
で
し
た
’。

（
日
同
研
修
も
川
を
亟
ね
る
ご
と
に

充
実
し
て
き
て
、
顔
見
知
り
も
多
く

な
り
、
話
む
は
ず
み
ま
十
。
今
後
も

研
修
を
通
し
て
、
友
情
と
知
識
を
深

め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

Ａ蛇の輿遊楽圍で記念撮影

阿
津
賀
志
山
の

故
戦
場
め
ぐ
り

安
藤
善
三
郎

成
人

幸
級
の

六
川

学
習

と
し
て

．

米
缶
」八
．自
陬
を

迎
え

る
奥

州
合
戦

の

跡
を
兒

る
た

め
、
六

月
．
一
卜

九
日

．

こ
卜

．
私

は
現

地
研

修
を

し
ま
し

た
．

叩
搾

山
の
展

望
台

に
向

う
途
中

、

石
け
Ⅲ

の
衂
雲

寺
淞

で

カ
モ
シ

カ
の

親
ｆ
を
兄

で

驚
き

ま
し

た
．
展
望

台

で
、
講

師
の

菊
池

利
蝮
氏

か
ら
絵

図

而
を
兒

な

が
ら
の
説

明
を

受
け

ま
し

た
．
次

に
、

奥
川
街

道
の

名
残

を
留

め
る

長
坂
の

茶
川

跡
を
Ｕ
‘
学
『
．．
芭
蕉

が
伊

達
の
大

木
戸

を
越

え
た
所

で

も

あ
り

、
記

念
碑

が
建
て

ら
れ
て

い
ま

す
。

昔
、
多

く
の

旅
人

や
参
勤

交
代

の
人
名

遠
の

姿

が
偲

ぱ
れ
ま

す
。

ま

た
、
サ

ク
ラ

ン

ボ
畑
の
中

に
あ

る
「
阿

津
賀

志
故

戦
将
士

の

碑
」
を

見
学

。
こ

れ
は
、

奥
州
合

戦
七
百

年

を
記

念
に
有

心
が
建

立

し
た
も

の
で
、

信
夫
郡

長
柴

山
景

綢
攅

に
よ

る
碑
文

が
紀

さ
れ
て

い
ま

す
。

そ
の

ほ

か
、
二
取

峨
や

遠
矢
崎

城

跡
な

ど
を
兄

幸
、

近
く

に
あ
り

な
が

ら
な

か
な
か

兒
る
こ

と
の

で
き

な

い

町
の
史

跡
を
見

た
私

た

ら
は
、
町

と

し
て
全
国

に
誇

る
価
値

の

あ
る

も
の

だ
と
感

じ
ま

し
た

。
４
口
戦

八
百
飯
」を

迎
え
る

に
あ
た

り
、
こ

の
こ

と
を

多

く
の
人

に
知

っ
て

い・
た
だ

き
た

い
と

思

い
ま

し
た
。

健
康
体
操
教
室

生

徒

募

集

運
動
不
足
で
お
悩
み
の
力
、
音
楽

に
合
わ
せ
て
、
楽
し
く
連
動
し
ま
し

・

練
習
日

・
鳩
　
所

毎
週
食
曜
日

午
後
八
時
～
九
時

国
兇
町
柵
祉
セ
ン
タ
ー

こ
階
講
堂

※
巾
し
込
み
及
び
問
い
合
お
せ
は
、

い
わ
゛

後
藤
丘
帖
ｆ
ｔ

一
｀
‘
八
ａ

Ｉ
Ｉ
四
六

．
ご

ま
で
．．



奥
州
合
戦
と
奥
の
細
逆

～
研
修
旅
行
に
参
加
し
て
～

安
孫
子
　
光
夫

国
見
町
郷
土
史
研
究
会
（
会
貫
．こ

ゴ
ー○
名
．
松
浦
芳
蔵
会
長
）
で
は
、

毎
年
．
会
の
主
嬰
行
事
の
一
つ
と
し

て
研
修
旅
行
を
実
施
し
て

い
ま
す
．

今
回
は
、
来
年
が
奥
州
合
戦
八
９

年
と
、
芭
蕉
の
「
奥
の
細
道
」
人
り

一
二
百
年
に
あ
た
る
こ
と
か
ら
、
奥
州

合
戦
の
主
戦
場
と
な
っ
た
阿
津
賀
心

山
で
の
攻
防
に
思

い
を
寄
せ
な
が
ら
、

関
東
方
の
自
河
か
ら
の
道
路
を
探
る

と
と
も
に
、
芭
蕉
の
今
に
晒
り
か
け

る
足
跡
と
を
た
ど
っ
て
み
よ
う
と
、

去
る
六
月
ト
ミ
ロ
、
菊
池
利
雄
氏
の

案
内
で
、
会
員
四
卜
名
が
一
一
台
の
マ

イ
ク
ロ
バ
ス
に
分
衆
し
て
研
修
を
行

い
ま
し
た
．

当
日
は
．
午
前
八
時
、
公
民
館
を

出
発
、

．
路
高
遠
道
路
を
南
下
し
、

栃
木
県
境
に
あ
る
二
所
の
関
「
境
の

明
神
」
と
、
関
所
跡
と
し
て
今
に
残

る
「
自
河
の
関
」
に
往
時
を
偲
び
、

こ
こ
か
ら
南
湖
公
園
を
経
て
白
河
城

跡
、
関
和
久
遺
跡
、
踏
瀬
奥
州
道
中

松
並
木
、
須
賀
川
一
肌
塚
、
須
賀
川

城
跡
等
を
巡
っ
た
あ
と
、
万
葉
集
に

そ
の
名
を
と
ど
め
て
い
る
安
禎
山
に
．

幻
の
「
花
か
つ
み
」
を
追

い
求
め
た

芭
蕉
の
姿
を
思

い
浮
か
べ
、
更
に
途

中
石
那
坂
の
古
戦
鳩
に
足
を
伸
ば
し

て
、
つ
わ
も
の
ど
も
の
夢
の
跡
に
‘Ｊ

い
知
れ
ぬ
思
い
を
は
せ
な
が
ら
、
一

日
の
行
程
を
有
意
義
に
終
え
、
午
後

六
時
公
民
館
に
無
事
帰
着
し
ま
し
た
。

な
お
、
今
秋
は
こ
の
第
一
。弾
と
し

て
、
国
見

か
ら
多
賀
城
ま
で
研
修
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

県
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会

町
代
表
決
る

壮
年

ソ
フ
ト
：
：

宮

町
チ

ー
ム

パ
レ

ー
ポ

ー
ル
・・
‐
小
坂
チ

ー
ム

県
民
ス
ポ
ー
ツ
人
会
町
ｆ
選
食
が

壮
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
が
五
月
こ
卜
九

日
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
が
六
月
卜
こ
Ｈ

町
民
グ
ラ
ン
ド
。
1
1民
体
宵
館
で
熱

祓
が
繰
り
山
げ
ら
れ
、
壮
年
ソ
フ
ト

で
宮
町
チ
ー
ム
、
バ
レ

ー
ポ
ー
ル
で

小
坂
チ
ー
ム
が
優
勝
し
、
Ｌ
Ｈ
ト
ヒ

日
行
な
わ
れ
る
県
北
大
会
に
町
代
表

と
し
て
出
場
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。両

チ
ー
ム
の
ご
健
闘
を
刈
待
し
ま

す
。盛

況
だ
っ
た

読
書
教
育
講
演
会

子
供
た
ら
に
よ
り
よ
い
本
を
与
え
．

心
豊
か
な
人
間

に
育
て
る
た
め
「
自

然
科
幸
の
夲
の
楽
し
さ
を
ｆ
ど
も
遠

へ
」
と
題
し
た
読
海
教
育
講
演
会

が
、

町
教
委
の
上
催
で
去
る
六
月
一
．
十
丘

凵
、
町
公
民
館

に
お
い
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
．

講
師
の
沼
知
方
ｆ
先
生
は
、
科
学

の
夲
の
研
究
舂
で
、
子
供
の
探
究
心

や
創
造
性
を
鑁
う
ｈ
で
、
科
学
的
に

物
を
兄
る
口
‥を
斤
て
る
こ
と
の
人
切

さ
を
、
ｆ
隰
向
け
の
自
然
科
乍
の
夲

の
解
説
や
家
庭
で
で
き
る
簡
単
な
実

験
を
交
え
な
が
ら
、
具
体
的
に
楽
し

く
話
を
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
し
た
約
7
0名
の
お
母
さ
ん
方

も
、
夏
休
み
を
前
に
子
供
た
ち
の
自

由
研
究
の
参
考
に
と
、
然
心
に
耳
を

傾
け
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
会
場
に

展
示
さ
れ
た
公
民
館
所
蔵
の
約
二
百

冊
の
自
然
科
幸
の
本
も
皆
さ
ん
ｆ
に

と
っ
て
興
味
深
く
読
ん
で

い
ま
し
た
。

公
民
館
で
は
毋
と
ｆ
の
公
民
館
活

動
な
ど
を
通
し
て
。
子
供
た
ち
に
多

く
の
本
を
提
供
し
、
創
作
活
動
を
し

な
が
ら
読
書
教
育
を
進
め
て
い
ま
す
。

図
ａ

室
に
も
た
く
さ
ん
の
幼
児
、
児

敬
図
１
が
あ
り
ま
す
の
で
。
こ
の
夏

休
み
は
足
非
、
子
供
さ
ん
と
一
緒
に

公
民
館
へ
お
出
か
け
下
さ
い
。

４熱戦が展開されたバレーボール

▲大匁の人が集まった読書教育講演会

き
れ
い
に
な
っ
た
民
家
園

阿
津
賀
志
学
級

去
る
八
Ｕ

．一
卜
四
日

、
午

前
九
時

か

ら
、

阿
津
政
志

学
級

生

に
よ

る
古

民

家
園

の
内
郎

と
そ

の
周

辺
の
清
掃

を
行
な

い
ま
し

た
。

＆
ｔ
い
瓦
候

に
恵
ま

れ
、
藤

田
勝
衛

委
‥‥い
長

を
初

め
、
百
二

十
二

名
の

学

級

咀
か

参
加

し
、
各
自

持
ち

寄
｛

た

用

具
で

分
担

し
て
作
寰

に
当

た
り

ま

し
たみ

な
さ
乂
熱

心

に
作
業
し

、
短
時

川

の
う

ち

に
見
ち

か
え
る
よ

う

に
き

れ

い
に
な

り
ま
し

た

。

ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー

研
修
会
開
催
さ
れ
る

地
城

の
青

少
年
活

動
を
よ

り
活

発

に
す

る
た

め
、
野
外

活
動
を

通
し

て

集

団
生

活
の
技

能
や

役
割
を

身

に
っ

け
る
な

ど
を
日

的

に
、
六
月

十

こ
日
、

ン

Ｊ
ニ
ア

リ
ー
ダ

ー
研
修
会

を
川

講

し
４

し`

た
『
．

研

修
に
は

県
北
中

乍
校

の
男
な

．
．

卜
六
名

か
参

加
．『

宮

城
県

の
国
立

南

蔵
王
寿

少
年

野
膏
場

で
の

．‐‐
泊

ミ
Ｈ

の
キ

ャ

ン
プ
活
動
を

は
匕

め
、

十
一

月

に
は
文
化

財
を

め
ぐ
り

な
か

ら
の

ウ

ｆ
－

ク
ラ

リ

ー
を
火
施

．
野
外

活

動
を

中
心

に
、
研

修
か
計

画
さ

れ
て

い
ま

す
．
青

少
年

の
リ

ー
ダ

ー
と
し

て
．
今

後

の
活
躍

か
期
待

さ
れ

ま
す
、▲ゲートボールに隲峨(ジュニアリーダー研修会)



集
め
た
ゴ
ミ

ト
ラ
ッ
ク
一
台
分

～
森
江
野
小
ク
リ
ー
ン
活
動
～

祐
上
き

冊

や
ゴ
ミ

を
な
く

し
、

乍
校

岡

辺
を
き

れ

い
に
”
と
、

去
る

八
川

十
江

口
．
森

汪
野

小
乍
校

（
人

竹
英

智
校
妊

）
の
児

瓶
会

（
斎
藤

洋
平

児

瓶
く
　４
　ど
　）

か
中

心
と

な
り
、

ク
リ

ー

ン
活
動

を
行

い
ま
し

た

当

日

は
、
児
童

全
日

と
先
生

が

七

つ
の
『
な
か
よ
し
班
』
に
分
か
れ
、

学
皎
周
辺
の
道
路
脇
や
側
溝
を
約
一

時
闘
に
わ
た
こ

て
ジ
ュ
ー
ス
の
空
き

缶
や
ゴ
ミ
を
拾

い
集
め
、
そ
の
叺
は

ト
ラ

。
ク

ー
台
分
に
し
な
り
、
児
童

た
ち
は
ゴ
ミ
の
多
さ
に
髯

い
て
い
ま

し
た
。

町
納
貯
連
に
表
彰
状

亠

る
六

川
一

日

．
福

鳥
眼
納

税
貯

蓄
組
合

連
合

く 
4

期
絶
会

の
席
Ｌ

、

国
見

町
納

脱
貯
蓄

机
（
口
連
合

会

か
、

優
良

組
（
口
と
し
て

表
彰

さ
れ
ま

し

た

こ
れ

は
、
川

見
町

が
他
町

に
左

か

け
外

地
Ｋ

毎
に
納

脱
組
（
口
を
つ

く
る

な

ど
．
納

税
思
想

の
倅
及

高
揚

全
納

叨
内

完
納

に
っ

と
め
、

県
内

に
お

い

て
脱

の
収
納

率

が
紅
乍
Ｌ
１．位

に
ラ

ン

ク

さ
れ
る

な
ど
．

そ
の
火
績

か

認

め

ら

れ
て
の
受

賞
で

す
．

こ

れ

に
吋
し
．

佐
久
間

卍
寛

町
納

貯
辿
会

長

は
、

一
今
回

の
衣
彰

は
、

町
民

皆
さ

ん
の
税

に
対
す

る
深

い
理

解

と

ご
協

力

が
あ

っ
て

の
む

の
で
す

．一

と
語

ご

ヽ
い
ま

し

た
．

ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦

二
千
八
百
名
参
加

じ
月
三
日
。
県
ド

ー
昨
に
ク
リ
ー

ン
ア

。
プ
作
職
が
展
川
さ
れ
ま
し
た
。

町
で
は
、
谷
地
Ｋ
の
皆
さ
ん
及
び

町
内
芥
Ｌ
木
業
者
の
方
々
の
伽
極
的

な
参
卵
で
、
人
き
な
成
緊
を
あ
げ
る

こ
と
か
で
き
ま
し
た

当
日
は
、
あ
い
に
く
の
梅
而
令
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
国
見
町
全
休
で
杓

。
。予
八
百
人
も
の
参
加
が
あ
り
、
町

内
を
流
れ
る
滝
川
・
ｔ

沢
川
・
普
祓

川
・
Ｌ

泉
川
・
屯
護
院
川
・
滑
川
外

巾
小
河
川
も
実
施
し
、
空
き
缶
・
廃

材
・
廃
ブ
ラ
ス
チ

。
ク
な
ど
の
ゴ
ミ

の
回
収
及
び
惟
木
伐
採
。
草
刈
り
を

行
い
ま
し
た
。。

回
収
さ
れ
た
ゴ
ミ
類
は
ダ
ン
プ
で

二
十
台
分
、
約
八
・
七
ト
ン
に
も
の

ぽ
り
ま
し
た
。

不
ｍ
ｔ
議

／
赤

い
ど
じ

ょ
う

発
Ｕ
一

七
月
四
日
、
小
坂
の
横
山
庄
市
さ

ん
（
小
坂
字
小
坂
5
8）
が
、
何
気
な

く
の
ぞ
い
た
自
宅
加
の
側
溝
で
。
赤

い
ど
じ
ょ
う
を
発
見
。
捕
獲
し
ま
し

た
。
体
長
は
杓
1
5
m。
色
か
薄

い
亦

色
を
し
て

い
ま
し
た
。

４赤いどじょう
(カラーでないのが残念)

編
集
日
記

六
日
‥中
旬

、
尾

瀬
に
行

り
て
来

ま

し

た
。
夜
卜

時

に
国
Ｕ
‘を
出

発
し

、

巾
中

。
泊

、
桧
肢

岐

‐。
泊

の
強
行
軍

。

沼
山

峠
駐
巾

場

に
到

着
僮

、
冷
水

で

顏
を

洗

い
元

気

に
ス

タ

ー
ト
。

途
中

会
う

人
ご

と
に
交

わ
す
「

こ
ん

に
ち

は

」
が
と
て

も
す

が
す

が
し

い
。
な

か

に
は
（

イ

ヒ

ー
ル
に
ス

カ
ー
ト

姿

の
女

性
も

い
て
麗

い
た
り

し
て

い
る

う

ち
に
、
尾

瀬
沼

を

。
望
で

き

る
標

山
一

巳
八
四
‥
ヽ
の
沼

山
峠

に
到
粁

。

す

ば
ら
し

い
眺
望

に
眠

訊

も
飛
ん

で

し

ま

い
ま

し
た
。

お

い
し

か

っ
た
の

は
桧

肢
岐

の
そ

ば
。
機
会

が
あ

れ

ば
。

ま
た
訪

れ
て
み

た

い
と
思

っ
た
「
は

る
か
な
尾

瀬
」
で

し
た

。
　

（

Ｋ
）

秘

汀
『

編
Ｉ

四

兄

町

企

．鹵

丿

福

三
　
起

　
三

幸

蘊

Ⅲ

字

．
ｒ

Ⅲ

．
．２

の

Ｉ

琴

九

六

叱
‐

．
ヒ
　

晋

一
‐

．
．四

Ｅ
扛
二

叺
た
・
‐

．
．

．
・
代

”
’

］

▲集めたゴミの山を前に

あ佐久間町吶貯達会長

Ａ海山地区で

あ亀めたコミはトラ ンク２０台分 ▲普覦川(  境 野目地区）で
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